


社会福祉法人すぎな会 すぎな会愛育寮
知的障害者支援施設（男性のみ） 60名定員＋短期入所２名 ※現員52名
・平均年齢：45.8才 （最高齢82歳 最年少22歳）
・平均区分：5.63 ・平均在籍年数：16.1年

＊令和7年12月時点



意思決定支援会議（フォローアップ研修）

・ 今年度、すぎな会愛育寮では神奈川県の意思決定支援実践研修事業
のフォローアップ研修を受けています。この研修事業は開始から４年目と
なりますが、昨年度から、意思決定支援を行いたい利用者さんとご家族
へ依頼し、同意を頂いてこの研修に取り組んでいます。
この研修では外部からアドバイザー２名と神奈川県障害サービス課の
方２名と一緒にその1名に対しての意思決定支援会議を何度か行ってい
ます。
・ 目的としては本人の事をさらに知って、より豊かな生活を送れるように
していく為にはどうしたら良いのか外部の方の助言を頂きながらみんなで
考えていくといったものです。



Nさんを選んだ理由

日々のNさんをみていて思っていたこと

・ 自発的な発信があまりなく何を思っているのかわかりにくい
・ 日々の生活での楽しみを現状よりも増やしてあげたい
・ 日中活動に参加しておらずやりたい事を探してあげたい



Nさんの基本情報

年齢：３１歳
障がい診断名：知的障害、自閉症スペクトラム

特徴
・ ＡＤＬはほぼ自立。・ 言葉でのコミュニケーションができる。
・ 視覚的な能力が高い。・ 騒がしい場面や高い声が苦手。
・ イヤーマフを常に着用している。
・ 突発的に他者を叩いたり、「キャー」と叫んだり、頬を叩くことがある。

日中の過ごし方
・ ３階食堂で毎食、職員と一緒に配膳を行っている。
・ 大食堂で過ごす事が多い。
・ 土日は職員と一緒におやつ買いやドライブをしている。



・好き、楽しいと思われること

・ 帰宅が楽しみ
・ 配膳は好きでやりがいを感じている。
・ ドライブ、外出、散歩は好き
・ 電車が好き
・ 他者のことが気になる（例：退職した職員の名前、他利用者が帰宅する等）
・ 基本的には人が好き
・ 歌うのが好き。カラオケを自宅でも寮でも行っている。
・ テレビやCDを聴くのが好きだと思われるが頻繁ではない。
・ 大食堂で歌うことが好き
・ おやつ、ジュースが好き
・ 喫茶ハウスが好き
・ 目に見える物がわかりやすい。



嫌い、苦手と思われること

・ 騒々しいのが苦手。
・ 甲高い声を出す人、騒がしい人、子供は苦手。
・ 不調など訴えが苦手。
・ 暑いのは苦手。
・ 帰宅中は基本穏やかだが、長い帰宅の時などは飽きるのか表情
が悪くなることがある。（飽きやすい性格と、飽きが苦手な様子）
・ 正論であっても自身が否定されるような声のかけられ方は苦手で
あり、嫌い。







意思決定支援会議（１回目）

Nさんについて、最初の意思決定支援会議を行いました。
会議で本人の特徴や状況などを説明。色々と話していく中で、アドバイザーよりヒヤリ
ングシートに記入してある、好きな事の中に帰宅が楽しみと書かれてあるが、「帰宅
中の何が楽しみなのか深堀してみてはどうか」と提案がありました。

(次回の会議までに取り組みたいこと )

・①母氏に聞き取りをする。
・②本人にも聞き取りをする。



①母氏への聞き取り

母氏が思うには・・・

・ 帰宅の何が楽しいか
外食、外出、家族の顔をみるのも好き
・ 帰宅中の様子
自宅では居間で母氏のスマホのYouTubeで小田急線など電車の外観を見ていることが多い。
スマホだと持ちやすいのか見やすいようで長い時間観ていることもある。
・ 幼児期の様子
絵を描くのは好きだったが青年期頃になってくると描かなくなったり消極的になっていったとの事。
・ 自宅での生活スペース（本人居室のみ）
自宅の本人居室（1人部屋）の写真をみせてもらう。綺麗に整頓されており自分で整理されるとの事。

・ 取り組んでみること
母氏にスマホかポータブルプレイヤーを購入してもらう。
・ 取り組んでみた結果
母氏よりスマホはネットのトラブルが怖いとの事で難しいと判断。ポータブルプレイヤーと電車のDVD

を用意して下さる。→頻繁ではないが時々みています。



②本人への聞き取り

・ 自宅に帰ったら何をしていますか？
→ おもちゃ、ブロック、プラレールなど

・ 好きなことは何ですか？
→ 帰宅、お家、電車など

・ 帰宅の何が楽しいですか？
→ ある。

・ 何の電車が好きですか？
→ 小田急線、相鉄線、相模線など

・ やりたいことはありますか？
→ ない。





意思決定支援会議（２回目）

前回の会議以降に取り組めた事について報告しました。

アドバイザーより
① 本人への聞き取りは職員によって聞くことを変えてみたり好きな物、やりたいこと
など深堀、謎解きをしていきたいので詳しく聞き取ってほしい。
② 本人の計画相談を行っている担当の方にも直接話を聞けないか？

(次回の会議までに取り組みたい事)

① 本人と関わりのある複数の職員で聞き取りを行う。
② 本人の計画相談を行っている相談員からの聞き取り。



①本人への聞き取り

・ 食事の配膳は好きですか？→ 好き
・ これからも食事の配膳はやりたいですか？→ やる
・ おやつ作りは好きですか？→ 好き
・ 何のおやつを作りたいですか？→ ホットケーキだね
・ お出かけは好きですか？→ 好き
・ 何を食べに行きたいですか？→ カレーライス、やきそば
・ 明日、何を食べたいですか？→ レストラン、ごはん、ガスト





通所されていた時の本人の情報

印象に残っていたこと： 個別の活動は出来ていた。父氏との関係は良好だが母氏にはつきまとう、
殴る 様子だが反面、甘える様子もあったとの事。小田急線などの電車、遊園地
崖の上のポニョ等を話していた。
電車は正面の本を見ている事が多く、気に入っていた。

通所の活動内容： 簡単なおやつ作りを職員と一緒に行う。（ゼリー、蒸しパン作りなど）散歩やドライブ、
                                          軽作業、計算ドリル。
                                                通所して、少し経つと利用者さんにちょっかいを出し楽しんでいる場面もあった。 

                                             急に前触れなく接近すると手が出てしまうことがあった。
活動中に楽しそうにしていた場面： 環境は整えていたが音楽セラピーは好きで月１回参加。調理実習は

たまに参加され楽しんでいた。

②相談員からの聞き取り



意思決定支援会議（３回目）

前回の会議以降に取り組めたことを報告しました。

アドバイザーより
① おやつ作りに関して：以前、おやつ作りをやった事もあり楽しそうな様子がみられたのでやってみてはどうか？
② 意思表出について：本人のやりたい、行きたいと思われる所などを一個ずつ潰していくのはどうか。
     その中で本人の意思がでるかもしれない。誰と行くか何で行くかなどは本人に決めてもらって、それをプランニン
    グする手伝いをしていくのはどうか？

次回の会議までに取り組みたいこと
① ホットケーキなどのおやつ作り
② プランニングするお手伝い（興味がありそうな所に外出）



① ホットケーキ作り

食堂にて本人と支援員だけの空間にして
愛育寮利用者分のホットケーキ作り

支援員： 材料の準備、粉と水を入れる
Nさん： 泡だて器で混ぜる→ お玉ですくってホットプレートに入れる

→焼きあがったらフライ返しでひっくり返す→ 紙皿に取り分ける。



② プランニング

行きたい所はありますか？→ ない
電車は好きですか？→ 好き
ロマンスカーミュージアム海老名に行ってみませんか？→ 行ってみる
１１月１２日に行きませんか？→ うん
何で行きますか？→ わからない
電車（絵カード）と車（絵カード）どちらで行きたいですか？→ 車

でんしゃ くるま



ロマンスカーミュージアム海老名へ



( わかったこと) 
今回、環境を整えると落ち着いて取り組める事や言葉よりも
文字や絵など視覚的に伝えた方が理解度が高い事などが
わかりました。

(Nさんの今後について)
今後はどこかへ行きたい、何かをやりたいなどの意思表出
が出てくるといいなと思っています。なので本人が言えば叶
うんだという成功体験をさせてあげたいです。



まとめ

・ 支援を進めて行く上で、まずは本人の事を知るというのは支援の基
本であり、とても重要なことだと思いました。
・ 本人を理解するには行動や物事に対して何故かと深堀したり、推
測することが大切だとわかりました。



ご清聴ありがとうございました。
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